
1. Global Imager (GLI) の特徴
GLIは海洋・大気・陸域を広く観測するために設
計された、クロストラック走査方式（走査幅約
1,600km）の放射計で、様々なダイナミックレン
ジで可視から熱赤外までの36チャンネルを持っ
ている。30の1km解像度バンドと6つの250mバ
ンド（可視近赤外域）を持ち、それらを併せること
により、地表のローカルな現象からグローバル
な現象までを総合的に観測することができる。
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Mission Data Evaluation Test results, NASDA ADEOS-II Project,
ADEOS-II/GLI Workshop, November 14-16, 2001, Tokyo, Japan”.
•Center wavelength is derived from GLI  spectral  response.
•S/N tests are in ambient (VN+SW) and high temp (MT) condition.
•*1 Maximum radiance for linear response (VN2)
•*2 Predicted maximum radiance for DN=4095 or saturation.
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宇宙開発事業団（2003年10月より宇宙航空研究開発機構が継承）が2002年
12月に打ちあげた太陽同期準回帰軌道（4日回帰）の環境観測技術衛星
ADEOS-II（みどり-II）は、ADEOS-I OCTSの後継センサであるGlobal Imager
（GLI）を搭載している。GLIは4月初旬に初期機能確認フェーズを終了し、現
在定常観測を続けている。本発表では、観測開始初期における海洋プロダク
トとその検証状況を紹介する。

2. GLI海洋プロダクト
GLIの海洋プロダクトは下表のパラメータで構成される。
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Post launch SNR and NE∆T are almost consistent with the pre-launch ones.

3. プロダクト検証状況
GLI海洋グループでは現場
データや検証済みの他衛星
データと比較することで、GLI
プロダクトの精度を検証して
いる。現場データは、GLIの
代表研究者（PI）や水研・気
象庁などの共同研究機関、
ボランタリの研究者・機関の
協力で収集している。正規化
海面射出輝度（nLw）と
865nmエアロゾル光学的厚
さ（Tau-a）、クロロフィルa濃
度（CHLA）の比較結果を
Fig.1に示す。

Fig.6
2003年春-夏季
の日本近海

Fig.3（左）は5月26日の北米西岸サンフランシスコ沖のCHLAである。この海域は北
西風による沿岸湧昇の影響で、通年でCHLAが高くなっているが、この時は約
400km沖合まで1mg/m3以上の領域が分布していた。

Fig.4（右）は、Fig.3の矩形領域におけるGLI250mチャンネルによるRGB画像で、
発達した渦の構造や海色の特徴を詳細に見ることができる。
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Fig.1
海色マッチアップ

Fig.2は月平均CHLAの
SeaWiFSデータとの比較
（左）、月平均海面水温
（SST）のReynolds SSTと
の比較（右）である。

Fig.2
他衛星

との比較

4. GLI 観測例
4.1 1-km分解能データ

Fig.5
2003年4月の
SST（上）と
CHLA（下）

5. データ公開に向けて
現在、GLIの輝度プロダクト（L1B）・海洋プロダクト（L2/L3）は検証中であるが、2003年12月か
ら一般公開される予定である。データ配布などの情報はNASDA/EORC（10月よりJAXA）の
ホームページに随時載予定である。 （試験画像は随時公開。MODIS日本周辺準リアルデータ
と同様の仕組みを計画中）

http://sharaku.eorc.nasda.go.jp/ADEOS2/index.html (nasda.go →jaxa)
http://suzaku.eorc.nasda.go.jp/GLI/ocean/index.html (nasda.go →jaxa)

日本海洋学会,

24-26 September, 2003

4.2 Globalデータ
下のFig.5は2003年4月の全球
SSTとCHLAである。黒潮の高
SSTや、沿岸域、中高緯度、赤
道/沿岸湧昇域の高CHLAなど、
全球の特徴が良く現れている。

日本周辺海域を抜き出し、8日
平均図を並べたものが右の
Fig.6である。春季ブルーミング
に対応して4-5月に日本海、東
北沖でCHLAが高くなり、その
後6月にはオホーツク海で特徴
的な高CHLA域が現れている。
今後SeaWiFS、MODISなどと
のセンサ間のデータの相互比
較を継続し、長期（経年）変動を
モニタリンク・解析できるデータ
セットとして整備していく予定で
ある。


